
１ 生産基盤の再構築（平成29年～）

（３）対象の組織化
川俣町の担当者と連携し､川俣町山木屋

地区のそば生産者及びそば打ち会に働きか
け､そば生産者及び打ち手25名からなる
「山木屋在来そば振興組合」（以下､「組
合」という）を設立した（令和３年）。

（２）栽培品種の統一
営農を再開した平成29年には､複数の系統

や品種が栽培されていたが､虫媒花であるそ
ばの交雑を防ぐため､純系種子の増殖と併せ
て､現地検討会や試食会を開催し､地域全体
の合意形成を図り､栽培する品種を純系の
「山木屋在来そば」に統一した。

（４）栽培技術の統一と作付面積の拡大
農業振興普及部が独自に作成した技術資

料や試験研究機関と連携して設置した実証
ほの結果を活用し､組合員を対象とした指
導会を定期的に開催することで､栽培技術
の統一と作付面積の拡大を進めた。

２「山木屋在来そば」の商品化（令和元年～）

（１）ブランド構築
「山木屋在来そば」の商品化を進める

ため､「高原の宇宙（そら）」の商標登録
を支援した（令和４年に商標登録）。併
せて食品表示や販売戦略に関する専門家
及び補助事業の活用を誘導し､チラシやの
ぼり等の販売促進資材の作成を支援した。

（２）販路開拓
「山木屋在来そば」の販路を開拓する

ため､川俣町の担当者と連携し､令和元年
に山木屋地区の飲食店関係者を集めて､そ
ばの試食会を開催した。その後の作付面
積の拡大に合わせて､山木屋地区以外の販
路開拓を支援した。

（１）種子の確保と増殖
純系の「山木屋在来そば」の種子が川俣

町山木屋地区（以下､「山木屋地区」とい
う）に残っていなかったことから､震災後
に広島県の農業法人のもとに疎開していた
種子や試験研究機関が保管していた種子を
用いて増殖を行った。
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図３ 令和７年度品目別営農再開面積割合
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図２ 作付面積の推移（普及部調べ）

山木屋地区の復興のシンボルへ

○作付面積拡大と販路拡大 ○SNSを活用した周知活動
○春播き・秋播き緑肥の栽培実証 ○ブランド力強化による交流人口の創出

２ 営農再開時の作付品目の１つとして定着

７年で278倍

新規の
販路開拓

生産拡大・販路開拓種子増殖

１「山木屋在来そば」の作付面積が拡大

３ 販路拡大
生産基盤の再構築と

「山木屋在来そば」の
商品化を併せて支援し
たことにより､山木屋
地区の１店舗と山木屋
地区外の１店舗の合計
２店舗で使用されてい
る。（令和７年12月現在）

４ 山木屋地区の復興
「山木屋在来そば」

の復活を山木屋地区の
復興のシンボルとすべ
く､令和４年から毎年
秋に「新そば祭り」が
開催されており､山木
屋地区内外から多くの
ファンが訪れている。

３番目に多い品目

図１ 農業振興普及部と関係機関・団体の関わり


